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東京大学大学院人文社会系研究科・文学部図書室利用規則 

 

 

制定 昭和６３年 ９月２８日 

改正 平成 ２年 １月２４日 

改正 平成 ７年 ４月 １日 

改正 平成 ８年１０月１６日 

改正 平成１４年１０月２３日 

改正 平成１６年 ４月 １日 

改正 平成１８年１２月１３日 

改正 平成２２年 ４月 ８日 

改正 平成２２年 ７月２２日 

改正 平成２３年 ６月 ９日 

改正 平成３０年 １月１１日 

教 授 会 承 認 

 

（目的） 

第１条 この規則は、東京大学大学院人文社会系研究科・文学部図書室（以下「図

書室」という。）の図書資料（定期刊行物・マイクロ資料等を含む。以下「図書」

という。）の利用について定めることを目的とする。 

（利用者） 

第２条 何人も所定の手続きにより、図書を利用することができる。図書を利用

することができる者（以下「利用者」という。）は、次の各号に区分する。 

（１）本研究科・学部の教員、研究員、学生、研究生、聴講生、職員、名誉教授 

（２）本研究科・学部の前号以外の元教員、本学他部局の教員、研究員、学生、研

究生、聴講生、職員、名誉教授 

（３）本学の元教職員、大学院修了者および学部卒業生 

（４）他大学又はこれに準ずる研究教育機関に所属する者 

（５）上記以外の利用者 

（利用期間及び時間） 

第３条 図書室の利用期間及び時間は、次の各号に定める。 

（１）２号館図書室の利用期間及び時間は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始・入学

試験日・その他本研究科・学部が定める日を除く、平日の９時００分から１７時

３０分までとする。 

ただし、夏季・春季休業の期間は、１７時００分までとする。 

（２）３号館図書室の利用期間及び時間は、日曜日・祝日・年末年始・入学試験日・

その他本研究科・学部が定める日を除く、平日の９時００分から２１時００分ま

で、土曜日は１０時００分から１８時００分までとする。 

ただし、夏季・春季休業の期間は、平日の１７時００分まで、土曜日は閉室とす
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る。 

２ 閲覧希望申請は、１６時４５分までとする。 

（利用手続） 

第４条 第２条第１号より第４号に定める者は、利用に際し、身分証明書・学生

証又は附属図書館利用証を提示する。 

２ 第２条第５号に定める者は、利用に際し、閲覧願で閲覧希望を申し込む。 

第５条 貴重図書及び準貴重図書を閲覧しようとする者は、所定の願書を提出し

なければならない。 

（図書の利用の制限） 

第６条 次の各号に掲げる場合においては、図書の利用を制限することがある。 

（１）図書館資料の全部または一部を一定の期間公にしないことを条件に個人または

独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律第５条第２号に規定する法

人等から寄贈または寄託を受けている場合における、当該期間が経過するまでの

間 

（２）図書の原本を利用させることにより、当該原本に破損・汚損を生じる恐れがあ

る場合、又は当該原本が現に使用されている場合 

 （個人情報の漏えい防止のための措置） 

第７条 公文書等の管理に関する法律（平成２１年法律第６６号）第２条第５項第３

号に該当するものであって、独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律（平

成１３年法律第１４０号）第５条第１号及び第２号に掲げる情報が記録されている

と認められる図書室資料を所蔵する場合は、当該図書室資料について、東京大学の

保有個人情報の適切な管理のための措置に関する規則に準じ、必要な措置を講じる。 

（閲覧） 

第８条 第２条第１号より第５号に定める者は、図書の閲覧を、職員の指示に従

い、指定された場所で行う。 

（図書室の利用の制限） 

第９条 閲覧室等が非常に混雑している場合等、本研究科・学部の学習、教育、

研究に支障をきたすおそれのある場合には、図書室の利用を制限することがあ

る。 

（貸出） 

第１０条 第２条第１号及び第２号に定める利用者は、所定の手続きを経て、図

書の貸出を受けることができる。 

２ 本研究科博士後期課程に標準修業年限以上在学し、かつ教育課程を修了し退

学した後、博士学位申請論文（甲）を提出しようとする者は、その執筆期間に限

り、所定の手続きを経て、３号館図書室図書の貸出を受けることができる。 

３ 図書の貸出冊数は、別に定める。 

４ 次の各号に定める図書は、貸出を行わない。 

（１）参考図書 

（２）特に破損のおそれのある図書 
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（３）貴重図書 

（４）その他特に指定した図書 

（転貸禁止） 

第１１条 利用者は、第９条の規定により貸出を受けた図書を、他の人に転貸し

てはならない。 

（複写） 

第１２条 利用者は、必要に応じて、著作権法の許す範囲で文献を複写すること

ができる。 

２ マイクロ資料の複写利用については、別に定める。 

（相互利用） 

第１３条 第２条第１号に定める利用者は、研究、教育又は学習上必要があると

きは、本研究科・学部以外の図書館等が所蔵する図書の利用について、図書室

に依頼することができる。 

 （特別利用） 

第１４条 撮影・出陳等の特別利用については、別に定める。 

（罰則） 

第１５条 この規則に違反した者、及び「附属図書館迷惑利用者に対する利用停

止の全学要請に関する申合せ」により利用停止の全学要請が行なわれた者は、

図書室及び図書の利用を禁止又は制限されることがある。 

２ 図書を紛失もしくは破損した者は、弁償するものとする。 

（本規定等の閲覧） 

第１６条 本規定及び図書の目録は、閲覧室に備えつけ、一般の閲覧に供する。 

（雑則） 

第１７条 この規則に定めるもののほか、この規則の実施に関して必要な事項は、

別に細則で定める。 

附 則 

この規則は、平成２３年６月９日から施行し、平成２３年４月１日から適用す

る。 

附 則 

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 


